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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Gタンパク質共役受容体（GPCR）のラトロフィリンサブファミリーのメンバーをコードしています。ラトロフィリンは細胞接着とシグナル伝達の両方に機能する可能性があります。ヒト以外の生物種を用いた実験では、システインに富むGPS（Gタンパク質共役受容体タンパク質分解部位）ドメイン内での内因性タンパク質分解により、2つのサブユニット（大きな細胞外N末端細胞接着サブユニットと、GPCRのセクレチン/カルシトニンファミリーと高い相同性を持つサブユニット）が細胞膜に非共有結合して生成されました。ラトロフィリン-1は、クロゴケグモ毒に含まれる神経毒α-ラトロトキシンをシナプス細胞膜へリクルートすることが示されている。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数のバリアントが生じる。[RefSeq提供、2008年10月],ドメイン: α-ラトロトキシンに対する完全な応答には、単一の膜貫通領域に結合した細胞外ドメインで十分である。,機能: α-ラトロトキシンに対する高親和性のカルシウム非依存性受容体。α-ラトロトキシン（クロゴケグモ毒に含まれる興奮性神経毒で、ニューロンおよび神経内分泌細胞からの大量のエキソサイトーシスを誘発する）に対する高親和性を示す。この受容体は、エキソサイトーシスの調節に関与していると考えられる。,PTM: タンパク質分解により、細胞外サブユニットと7つの膜貫通サブユニットの2つのサブユニットに切断される。このタンパク質分解処理は、生合成経路の初期段階、小胞体またはゴルジ体の初期区画で行われる。,類似性: Gタンパク質共役受容体2ファミリーに属する。 LN-TM7サブファミリー。,類似性:GPSドメインを1つ含む。,類似性:オルファクトメジン様ドメインを1つ含む。,類似性:SUEL型レクチンドメインを1つ含む。,サブユニット:7回膜貫通部位(p85)に非共有結合した大きな細胞外領域(p120)からなるヘテロ二量体を形成する。PDZドメインを介してシンタキシンおよびSHANKファミリーのタンパク質と相互作用する。,
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	LPHN1抗体を用いたLOVO細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

